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◆スキー場（県内14箇所）も。海水浴も。

◆リンゴも。みかんも。

恵まれた自然環境と都市機能が共存

基本情報
面積 8,479.03平方㎞（全国10番目）

人口 ２８４．４万人 （全国12番目）

瀬戸内海

中国山地
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○ 広島県の豊かな自然環境や地域資源を活用した自然体験活動の推進

○ 自然保育を実施する団体に対する安心感や社会的な認知の向上
○ 保育環境の多様化とファミリーフレンドリーな広島県づくり

制度のねらい

認証基準抜粋

Ⅰ型 Ⅱ型

対 象 広島県内に所在する幼児教育・保育団体（公私立を問わず，すべての団体）

位 置 づ け
質・量ともに充実した自然体験

活動を実施している団体

日々の保育等に自然体験活動を

積極的に取り入れている団体

自 然 体 験 活 動
屋外を中心とした自然体験活動が

平均して週１０時間以上

屋外を中心とした自然体験活動が

平均して週５時間以上

屋 外 で の
活 動 場 所

自然フィールドが園庭以外にあること

自然フィールドが園庭以外にあること
※ ただし，園庭において多様な自然体験

活動が実施できる場合は，この限りで

はない。

平成29年10月制度創設

自然体験活動を計画的・継続的に取り入れて，教育・保育を
行っている団体を，県独自の基準により認証

第１次認証団体（Ｈ30.1.19認証式）
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平成２９年１０月１６日
中国新聞

森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について



広島市

大竹市

廿日市市

江田島市

安芸太田町

北広島町
安芸高田
市

府中町
海田町

熊野町坂町

呉市

東広島市

竹原市

大崎上島町

三原市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

三次市

神石高原町

庄原市

２３団体を認証（平成３０年４月時点）
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内訳：Ⅰ型 21団体 Ⅱ型 2団体

幼稚園（6），保育所（6）

認定こども園（5）

認可外保育施設（6）

幼稚園（１）

認定こども園(1)

幼稚園（2）

幼稚園(1)
認定こども園(1)
認可外(2)

幼稚園(2)
保育所(3)

認定こども園(1)
認可外(2)

保育所(2)
認可外(1)

保育所（1）
認定こども園(1)
認可外(1)
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広島市（北部） 森のようちえん（認可外保育施設）
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広島市（南部） 認可保育所
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北広島町 認定こども園
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•「鳥取・広島両県知事会議」

森のようちえんの認証制度について，連携して今後の
あり方を検討

平成26年度

•鳥取県・長野県， 自然保育に係る認証・認定制度開始

•鳥取県，三重県と合同で長野県を視察

•県内視察や有識者との個別の意見交換を実施
平成27年度

•県内視察や有識者との意見交換を継続実施

•園所における自然体験活動に係るアンケート調査を実施

•認証制度の創設等に係る経費を予算要求
平成28年度

•検討会議の設置（計５回）

•認証制度創設（H29.10）

•認証団体の決定と新たな認証基準（H30.1）
平成29年度

制度創設の経緯①
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•検討会議立ち上げ

•事務局から事業の趣旨を説明，自然体験活動について
意見交換

第1回（H29.4.18）

•県内の自然体験活動団体（２つ）から活動状況報告

•事業の方向性について意見交換
第2回（H29.6.12）

•事務局から認証基準（素案）を提示

•事業における用語の定義と，期待される効果について
意見交換

第3回（H29.7.31）

•認証基準（案）と認証手続き（案）について意見交換第4回（H29.9.6）

【制度創設後】第５回（H29.12.26） ・新たな認証基準について意見交換

制度創設の経緯②
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平成28年，県が行ったアンケート（対象：幼稚園，保育所，認定こども園922施設，回答率63.4％）
では，自然体験活動を実施するにあたり・・・
①「安全面の確保が大変」 （82.1％）
②「自然体験活動に関する知識やスキルが足りない」 （42.7％）
③「活動する場所がない」 （39.0％）
④「保護者の理解を得ることに課題がある」 （20.5％）

・・・という調査結果

「人材育成」「情報発信」等を積極的に実施
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★認証団体間の交流促進
・実践内容の発表や交流 ・実践における課題や解決策の共有

・県の事業への意見

・Ｈ30年度は4/17に第１回を開催。今後も定期的に開催。

認証団体等交流会事業

アドバイザー派遣 自然保育推進事業補助安全管理専門研修

・自然保育認証団体として押
さえておくべき安全に関する
基本的な知識・ 技術を習得

・専門的知見を持つ団体によ
る研修会（県主催）を実施

・Ｈ30年度は8月と12月に開
催

★安全面の資質向上による

自然保育の信頼性向上
★自然保育に係る取組

支援・資質向上
★自然体験活動のさらなる

推進

・各団体により異なる課題を
解決するため専門知識を持
つ アドバイザー（県が任命）
を派遣

・団体の希望 （計画） に沿っ
て県が派遣調整

・Ｈ30年9月から制度開始予
定

・各団体により異なる課題 （安
全管理専門研修・アドバイ
ザー派遣では解決できないも
の）を解決するため，各団体
が主体的に実施する研修や
研修参加に要する費用を補助

補助基準額（補助率1/2）

Ⅰ型 300千円／年

Ⅱ型 60千円／年
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乳幼児期の自然体験活動の意義，実施する際の工夫，課題及び効果等について情報発信する
場として，自然保育の推進に向けたシンポジウムを開催

【日時・場所】 平成30年３月10日（土）14時～17時

【内 容】 ①講演

「子どもの育ちにおける自然体験活動の意義

～子どもの育ちにつながる自然体験活動とは～」 汐見稔幸氏

②パネルディスカッション

（パネリスト）県内の幼稚園・保育所（認証団体）園長等

（テーマ）自然体験活動の“保育者にとっての意義”“実践のあり方”“実際上の課題”

シンポジウム開催

ＨＰの充実リーフレット作成

☆その他，県や民間の広報媒体等で積極的に情報発信

制度内容を県民に幅広く発信
【内容】

自然保育に対する保育従事者の理解を深める
ためのリーフレットを作成（Ｈ30年９月完成予定）

⇒今後，各園・所に積極的にＰＲする。

ターゲットを絞った広報の実施

【内容】 制度・補助金の内容説明

認証団体の活動状況報告 等
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森と自然を活用した保育，幼児教育，子育て支援を積極的に推進する長野県，鳥
取県，広島県の３県知事が発起人となり，「森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク
（正式名称：森と自然を活用した保育・幼児教育推進自治体ネットワーク）を４月１７日
に設立

①森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに関心ある地方自治体や民間団体等との
交流と連携の拡大

②森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びの認知度を高めるための情報の共有や発信

③森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに資する調査研究や人材育成

④森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに資する国への政策提言や要望

活動方針
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★自然体験活動の機運醸成

★自然体験活動の事例収集と発信

★認証制度を活用した移住・定住促進に
向けた県外への情報発信

★自然体験活動の充実を図るための森林等の
整備促進に向けた関係諸機関との連携



17

森と自然を活用した保育・幼児教育支援施策について

ご清聴、ありがとうございました。

広島県安心保育推進課


